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● 令和６年度事業計画
● 令和６年度予算
● 令和５年度赤い羽根共同募金のご報告
● NHK 歳末たすけあい助成車輌整備について
● お知らせ・募集　　点訳奉仕員養成講座
　　　　　　　　　  令和６年度福祉団体等活動助成事業の募集
　　　　　　　　　  令和６年度活動資金のお願い
　　　　　　　　　  災害義援金
● ご寄附ありがとうございます
●しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰　多伎元気な会様
● いずりんレポート    株式会社カイハツ様
　　　　　　　　　  能登町災害ボランティアセンターへ職員派遣
● ご縁レシピ　　　　一緒に作ろう！チーズいももち

TOPIC！

「社会福祉協議会の
活動への
ご理解・ご支援を」

会長あいさつ



出雲市社会福祉協議会では、誰もが安心して暮らせるまちづくり「地域共生社会の実現」を目指し、
様々な課題に対応するため、地域福祉の推進に取り組みます。

令和６年度の主な取組

福祉教育の推進 地域の福祉活動の支援

物価高騰等の影響を
受けた人への支援

生活支援体制整備

　地区社会福祉協議会や福祉団体等が地域の福祉課題を解
決するために行う活動を支援します。

　職員やボランティア団体、介護の専門職などが学校や地
域に出向き、「福祉の心の醸成」や「ふくしの人づくり」
を進めます。

　だれもが住み慣れた地域で暮ら
し続けられるよう、地域での生活
支援サービスと支え合いの体制づ
くりを進めます。

　物価高騰等の影響により、日々の
食事にも困窮される家庭や子育て世
帯へ、地域の皆様からご寄贈いただ
いた食料・日用品を届けます。

　子ども食堂を応援するために立
ち上げの相談や助成金等の情報提
供、団体同士のつながりづくりを
行います。

生活困窮者等への支援 地域包括ケアの推進

　高齢者あんしん支援センターの
活動を引き続き推進するとともに、
あらゆる生活上の課題をワン・ス
トップで受け止め解決につなげる
『総合的な相談支援体制』の整備
を進めます。

　生活困窮等、さまざまな生活課
題を抱える世帯（人）に対し、問
題解決と自立に向けた支援を行い
ます。

令和６年度 事業計画令和６年度 事業計画

令和６年度事業計画の詳細は
本会ホームページに掲載しております。

　認知症、知的障がい、精神障が
いなどにより判断能力に不安のあ
る方に対し、日常生活自立支援事
業や成年後見事業等の事業により
権利擁護に取り組みます。

権利擁護を必要とする人
への支援

子ども食堂への支援

出雲市社会福祉協議会　事業計画
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令和５年度  赤い羽根共同募金のご報告令和５年度  赤い羽根共同募金のご報告
募金額 33,559,622円

ご寄附いただきました皆さま、お世話いただきました皆さま、誠にありがとうございました。
心よりお礼申しあげます。　　　　　　　　　　　　　　　

島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

街頭募金

出雲医療看護専門学校

■一般募金
　　戸別募金
　　法人募金
　　街頭募金
　　イベント募金
　　学校募金
　　職域募金
　　個人・団体・募金箱　
■歳末たすけあい募金

29,216,086円
24,663,934円
1,210,000円
474,200円

0円
314,647円
1,021,664円
1,531,641円　
4,343,536円

募金額内訳募金額内訳

令和6年度の島根県内の広域福祉活動へ
12,458,000円　
〇福祉施設等の整備に
〇県下全域または市町村域を超えた福祉活動に
〇災害時の備えに

※新型コロナウイルス感染症等の影響で市内の福祉活動が行えなかったことによる
令和5年度の助成金返還分も含めて令和6年度の事業に助成します。

令和6年度の出雲市内の福祉活動へ
24,526,394円　
〇各地区社会福祉協議会が行う福祉活動への助成

〇福祉団体等への活動助成
〇ふれあいサロン団体への活動助成
〇出雲市共同募金委員会が行う助成事業
〇認知症高齢者等ＳＯＳメール安心ネットワーク事業
〇音訳広報発行事業
〇点訳広報発行事業
〇歳末たすけあい事業

13,146,394円

4,263,000円
5,960,000円
200,000円
67,000円
186,000円
61,000円
643,000円

●高齢者の健康と福祉を高める活動 ●心身に障がいのある人の福祉を高める活動 
●子どもを健やかに育てる活動 ●ボランティアの発掘及び育成のための活動 
●広報啓発のための活動 ●福祉活動計画を作成するための活動 
●その他地域福祉活動

つかいみちつかいみち
1

島根県内の
広域福祉活動

出雲市内の
福祉活動

歳末たすけ
あい事業

1

2

3

2

令和5年度の
歳末たすけあい事業へ　
3,482,787円

3

ＮＨＫ歳末たすけあい助成車輌整備について
このたび、社会福祉法人島根県共同募金会より令和５年度ＮＨＫ歳末たすけあい募金
の助成を受けて、本会の車輌整備をすることができました。ご報告を申しあげますと
共に、厚くお礼申しあげます。

今市幼稚園

７億７，３９４万５千円予算額

ボランティア・まちづくりセンター
（ボランティア・まちづくりセンター運営事業、
 養成講座・研修会）
８３９万９千円

地域福祉
（福祉団体・ふれあいサロン・地区社協への助成、
 多伎・湖陵・斐川地域見守りネットワーク事業、
 車イス貸出事業、福祉教育・福祉出前講座、
 子ども食堂活動支援事業等）
８，３７４万８千円
共同募金
（福祉団体・ふれあいサロン・
 地区社協への助成、認知症高齢者等
 ＳＯＳメール、歳末助け合い事業等）
３，０１１万５千円
在宅福祉
（たすけあいボランティア事業、
 ガイドヘルプ事業等）
１，５６３万５千円
生活支援課
（自立相談支援事業、
 生活福祉資金貸付事業等）
７，４８３万２千円

いずも権利擁護センター
（日常生活自立支援事業、法人後見事業等）
４，１６４万７千円

会　費
３，８０３万円

寄附金
１,５００万円

補助金
（出雲市・島根県社協補助金）
１億４，６６５万円

受託金
（出雲市・島根県社協受託金）
３億７０３万３千円

共同募金助成金
２，８９６万３千円

利用料収入
８２６万４千円

貸付償還金
３２０万円

介護保険等
１億２，９１０万３千円

障がい者福祉サービス
利用給付費及び
利用者負担金
４７８万円

寄附金積立取崩
１，５００万円

その他
（利子、積立取崩等）
７，７９２万２千円

収 入収 入

支出支出支出支出

収入の部

支出の部

令和６年度 予  算令和６年度 予  算

企画広報
（社協だより、声の広報、ホームページ、地域福祉活動計画、
 福祉大会、総合相談事業、フードドライブ事業等）
３，５３８万１千円

施設管理事業
（出雲市社会福祉センター、
 平田福祉館、多伎地域福祉センター）
３，１２８万６千円

法人運営事業
（役員会、役職員人件費、事務費等）
１億５４５万２千円

次年度へ繰越　２，０８６万７千円

令和６年度の寄附金を
令和７年度事業の財源として
活用するため全額積立
１，５００万円

高齢者あんしん支援センター
（総合相談支援業務、権利擁護業務等）
３億１，１５８万３千円
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の助成を受けて、本会の車輌整備をすることができました。ご報告を申しあげますと
共に、厚くお礼申しあげます。

今市幼稚園
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お知らせ・募集

名称

問合せ先／日本赤十字社島根県支部  出雲市地区（事務局：出雲市社会福祉協議会本所・各支所）

送金額（3月29日現在） 受付期間

災害義援金・海外救援金のお知らせ

これまでの送金額 9,382円 令和6年9月30日までイ ス ラ エ ル ・ ガ ザ 人 道 危 機 救 援 金

  

地域福祉課　☎23－3781　FAX 20-7733

問合せ・申込先

■ 交付予定：令和６年８月
　詳しくはホームページをご覧ください。
この助成金は、出雲市社会福祉協議会の会費、寄附金
及び共同募金等を財源としています。

令和６年度福祉団体等活動助成事業の募集
■ 助成対象：高齢者、障がい者、児童などを対象とした
活動を行っている福祉団体等に助成します。

■ 選考方法：書類審査及び聞き取り調査等
 　（審査において不採択・申請額以下となる場合もあ
ります。）

■ 助成金額：１団体５万円以内
■ 受付期間：４月１日（月）～５月31日（金）

令和6年度 活動資金のお願い
　出雲市社会福祉協議会及び出雲市社会福祉協議会に事務局を置く団体から、市民の皆さまに次の日程で活動資金
へのご協力をお願いさせていただきます。出費多端の折とは存じますが、公的な制度だけでは対応しきれない福祉課
題に積極的に対応していくための資金として、皆さまのご協力をお願い申しあげます。
　また、自治組織役員の皆さまをはじめお世話くださる皆さま、お忙しい中とは存じますが何卒よろしくお願い申しあげます。

依頼時期
５月

６月

９月

１０月～１１月

日本赤十字社  会費

出雲市社会福祉協議会 会費

赤い羽根共同募金（一般募金）
歳末たすけあい募金
※地域によって異なります。
出雲・湖陵・斐川は一般募金に含みます。

5月中旬～7月
年間を通じて
お納めいただけます
9月中旬～11月

11月～12月
※一部異なります

日本赤十字社島根県支部出雲市地区

出雲市社会福祉協議会

島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

島根県共同募金会出雲市共同募金委員会

名　称 納入時期 団　体

 

最終送金累計額 20,000円 受付終了令和５年７月７日からの大雨災害義援金
※現在の配分先：福岡県、佐賀県、石川県

これまでの送金額 10,000円 令和7年3月31日までア フ ガ ニ ス タ ン 人 道 危 機 救 援 金

これまでの送金額 2,530,043円 令和7年3月31日までウ ク ラ イ ナ 人 道 危 機 救 援 金

これまでの送金額 11,000円 令和7年3月31日までバ ン グ ラ デ シ ュ 南 部 避 難 民 救 援 金

 
これまでの送金額 3,128,926円 令和6年12月27日まで令 和 ６ 年 能 登 半 島 地 震 災 害 義 援 金

※現在の配分先：石川県、富山県、新潟県、福井県

■ 日　時：
6月8日（土）から令和7年3月4日（火）まで（全21回）
祝日を除く土曜日（月2～3回程度）10：00～12：00

■ 場　所：出雲市社会福祉センター
■ 対象者：出雲市在住で、講座修了後は点訳グループ
に所属して点訳活動ができる人

■ 定　員：１０名（先着順）　
■ 受講費：無料 （テキスト代1,540円程度が必要）
■ 準備物：ノートパソコン（対応OS Windows）、
　　　　　ＵＳＢメモリ
■ 申込方法：5月24日（金）までに
①氏名 ②住所 ③電話番号 をご連絡ください。

点訳奉仕員養成講座

地域福祉課  ☎ 23-3781  FAX 20-7733
メール fukushi@izumoshakyo.jp
※メールでの問合せ・申込みの際は件名を
　「点訳奉仕員養成講座」としてください。

問合せ
申込先

視覚障がいのある方に本や広報紙を点字にして伝えるための知識と技術を学びます。

≪興味のある方、受講を検討されている方向けに見学会を行います≫
日時：5月18日（土）14：00～
場所：出雲市社会福祉センター
※事前申し込みをお願いします。
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ご寄附
ありがとうございます

令和６年１月１１日～令和６年３月１０日受付分（敬称略）
＊出雲市社会福祉協議会ではご寄附いただいた方のご意志を尊重し、氏名等を掲載して
います。なお、金額は掲載しませんのでご了承ください。

＜平 田＞
小津町　川瀨　英

＜団 体＞
株式会社カイハツ

＜平 田＞
坂浦町　立石　富美夫

（　）内は故人
＜出 雲＞

今市町　佐藤　昭吾（宏）

今市町　野元　美岐（孝則）

今市町　児玉　奈津子（一郎）

今市町北本町　安田　隆之（由紀子）

塩冶町　加藤　順（チヨ）

天神町　尾添　孝治（富子）

古志町　石飛　卓郎（聡）

高松町　藤田　由美子（和田 智子）

高松町　内田　浩（荒木　友則）

白枝町　玉木　文夫（神門 美智子）

浜　町　米原　薫（稔）　

大塚町　長岡　一正（槇子）

里方町　山﨑　申吉（美枝）

中野町　西尾　修治（公子）

船津町　永瀬　治男（幸男）

知井宮町　梶谷　展史（威夫）

知井宮町　大野　美津徳（健治）

東神西町　藤原　伸一（忠夫）

荒茅町　今岡　勝（澄江）

＜平 田＞

平田町　長廻　靖博（義博）

灘分町　山根　俊也（慶久）

灘分町　川中　勝（武夫）

灘分町　福田　薫（成夫）

灘分町　三島　達由（榮）

灘分町　足立　哲男（勇）

灘分町　恩田　香住（正志）

美談町　鴨戸　謙治（和子）

国富町　森山　茂（タツ子）

西郷町　遠藤　正人（スミ子）

万田町　安食　博之（幸子）

奥宇賀町　中岡　春雄（黒田 春江）

奥宇賀町　上田　郁夫（トヨ子）

奥宇賀町　高橋　稔（圭子）

河下町　金築　博幸（允博）

河下町　高橋　守（忠夫）

猪目町　山本　操（美和子）

東郷町　山﨑　勉（利久）

東福町　福田　基幸（スミ子）

東福町　福田　賢一（博子）

東福町　原　和夫（芳枝）

野石谷町　原　芳一（徳雄）

上岡田町　西尾　功（節子）

多久谷町　坂本　純夫（明子）

多久町　常松　和夫（竹子）

多久町　池田　綾子（アサヨ）

園　町　大森　浩典（由子）

園　町　飯塚　裕司（榮子）

鹿園寺町　吾郷　昌平（茂）

小境町　先久　茂雄（映子）

小津町　錦織　京子（清作）

小津町　福間　実（静江）

塩津町　和泉　壽子（孝一）

坂浦町　郷原　誠（光代）

坂浦町　立石　郁子（富美夫）

野郷町　山﨑　義興（圃子）

＜佐 田＞

須　佐　永井　慎也（清𠮷）

須　佐　和田　喜好（ハルヱ）

一窪田　小林　正樹（ハギエ）

一窪田　今岡　友香子（明彦）

＜多 伎＞

口田儀　髙塚　眞理子（川上 ユキ子）

小　田　吾郷　俊明（京子）

小　田　錦織　恵子（洋）

小　田　石飛　哲也（友吉）

多　岐　石橋　静人（小夜子）

久　村　和田　誠司（廸子）

久　村　柳樂　光男（ノブ子）

＜湖 陵＞

二　部　泉　和男（稲子）

大　池　三原　國彦（生雄）

板　津　石飛　充彦（哲子）

差　海　原　淳哉（美智子）

＜大 社＞

遙　堪　嘉藤　清志（孝）

入　南　足立　智己（健）

中荒木　飯塚　勝利（和枝）

中荒木　田中　洋一（義治）

北荒木　吉田　淳（クニエ）

北荒木　細田　素直（安夫）

北荒木　椿　浩（當子）

修理免　川角　秀夫（和子）

修理免　伊藤　和広（博光）

杵築東　別火　龍一（禮子）

杵築西　日野　守（松本 隆義）

日御碕　石田　弘志（早苗）

日御碕　別所　誠（忠夫）

＜斐 川＞

学　頭　原　志男（タヅコ）

神　庭　岡　康宏（宏之）

出　西　白根　実（敏朗）

求　院　高橋　孝治（ミサ子）

求　院　池田　紀之（哲夫）

名　島　深津　朱美（和夫）

上直江　原田　勝（幸雄）

上直江　錦織　孝志（照夫）

美　南　高田　茂明（治郎）

美　南　常陸　隼人（実）

福　富　遠藤　秀治（泰三）

三分市　飯塚　英真（光枝）

三分市　杉谷　陽一（久）

１７件

一般寄附

皆さまからのご寄附は、困りごとの相談や市内で福祉活動を行う団体、各地区社会福祉協議会への
助成などに使わせていただいております。

● 出雲市社会福祉協議会に対する寄附は、住民税と所得税の控除対象になります。また、寄附者が法人の場合には、損金
算入の制度が利用できます。

　 【例】出雲市にお住まいの方が本会へ 50,000 円の寄附をされた場合
 ※税額控除を選択した場合
 〔１〕所得税　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× ４０％ ＝ １９,２００円
 〔２〕住民税　（ ５０,０００円 － ２,０００円 ）× １０％ ＝ ４,８００円
 〔１〕 ＋ 〔２〕 ＝ ２４,０００円・・・税額控除額となります。
 ※一例であり、個々のケースにより控除額は変わります。詳しくは税務署等へお問い合わせください。
● 「地区の社会福祉協議会へ寄附をしたが、市の社協だよりに掲載されていない」とのお問い合わせにつきまして、本会と
各地区の社会福祉協議会は地域福祉の推進におけるパートナーであり連携して事業を行っておりますが、別の団体であ
ることから、各地区社会福祉協議会に対する寄附はこの紙面に掲載しておりません。ご了承ください。

香典・玉串料・お花料等返し

見舞返し

匿名
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令和６年１月１日に発生した能登半島
地震の被災地を支援するため、３月９
日～１５日に本会から職員１名を能登
町へ派遣しました。現地では、能登町
災害ボランティアセンターの業務支援
に従事しました。

出雲市内で活動する子ども食堂へ
ご寄附をいただき、贈呈式を行い
ました。今後、活動の充実のために
役立てられます。

株式会社カイハツ様

い
ず
り
ん
レ
ポ
ー
ト

子ども食堂を応援！ 能登町災害ボランティアセンターへ職員派遣

会費
や共募を活用！

ご縁レシピ

一
緒
に
つ
く
ろ
う
！

　
　
　チ
ー
ズ
い
も
も
ち

（4～6個分）
●じゃがいも 2個
●牛乳 大さじ２

●片栗粉 大さじ２
●バター 10g
●ピザ用チーズ お好みで

材  料

作り方

①じゃがいもを水から茹でる。
②皮をむいてフォークでつぶし冷ましておく。
③牛乳、片栗粉を入れて混ぜ、食べやすい大きさに成型し、
中にチーズを詰める。
④バターを溶かしたフライパンで両面焼いたらできあがり！

島
根
県
立
大
学
看
護
栄
養
学
部
健
康
栄
養
学
科
の
協
力
で
作
成
し
ま
し
た
。

今
回
で
最
終
回
と
な
り
ま
す
。

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

島根県立大学
多々納浩助教

人と人
が笑顔で出会う

食を通じて、　う
ら
ら
か
な
春
の
日
が
続
き
ま

す
が
、
皆
さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
小
さ
な

お
子
さ
ま
で
も
楽
し
め
る
お
や
つ

と
し
て
「
チ
ー
ズ
い
も
も
ち
」
を

ご
紹
介
し
ま
す
。
こ
ち
ら
は
牛
乳

や
チ
ー
ズ
を
入
れ
て
ま
す
の
で
、

不
足
し
が
ち
な
カ
ル
シ
ウ
ム
を
補

給
で
き
ま
す
。

　レ
シ
ピ
は
じ
ゃ
が
い
も
を

つ
ぶ
し
、
手
で
固
め
て
、
中

に
チ
ー
ズ
を
詰
め
、
フ
ラ
イ

パ
ン
で
焼
く
だ
け
で
す
。
ま

る
で
紙
粘
土
遊
び
の
よ
う
に

楽
し
め
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手

を
汚
し
な
が
ら
一
緒
に
何
か

を
作
り
上
げ
る
喜
び
を
共
有

し
ま
し
ょ
う
。
家
族
や
仲
間

で
楽
し
め
る
素
敵
な
体
験
と

な
れ
ば
幸
い
で
す
。

　材
料
や
作
り
方
は
い
た
っ

て
シ
ン
プ
ル
で
す
の
で
、
形

や
中
に
詰
め
る
具
材
を
自
由

に
ア
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い

ま
せ
。
大
人
の
皆
さ
ま
は
、

お
酒
の
あ
て
と
し
て
楽
し
む

こ
と
も
で
き
ま
す
。

  　
〈窓口対応〉平日8:30～17:15

平田支所／☎63-4624　FAX63-5011　　佐田支所／☎84-0131　FAX84-9034　　多伎支所／☎86-2331　FAX86-2351
湖陵支所／☎43-2310　FAX43-2226　　大社支所／☎53-3196　FAX53-6053　　斐川支所／☎73-9330　FAX72-4068

ホームページ　https://www.izumoshakyo.jp/fukushi@izumoshakyo.jp

　　　高齢者あんしん支援センター
出　　雲／☎25-0707　FAX25-0901　　平　　田／☎63-8200　FAX63-5011　　佐　　田／☎84-0019　FAX84-9034
多　　伎／☎86-7122　FAX86-2351　　湖　　陵／☎43-7611　FAX43-2226　　大　　社／☎53-3232　FAX53-6053
斐　　川／☎73-9125　FAX72-4068

出雲市社会福祉協議会連絡先
☎23-3781（代表）　FAX20-7733（代表）
総務課・地域福祉課／☎23-3781　FAX20-7733　　生活支援課／☎23-3790　FAX20-7733　　いずも権利擁護センター／☎25-0955　FAX20-7733

しまね流福祉のまちづくり活動団体知事表彰
　多伎地区の多伎元気な会様が「令和５年度しまね流福祉のまちづくり活
動団体知事表彰」を受賞されました。
　この団体は、高速道路が開通した後も「素通りの町にならないまちづく
り」をモットーに“多伎地域が元気なまま次の代へ引き継ぐ”という思いか
ら誕生しました。現在会員は20 ～ 80 代の53 名で、環境美化活動や小学
生とのふるさとミーティング、海辺のTシャツアート展や新聞発行による情
報発信など多岐にわたる活動に取り組まれています。自分のまちを元気に
する取組に期待が寄せられています。

左から、堀江拓事務局員、田邊達也会長、
　　　  丸山知事、藤原均事務局長

支援内容
◯災害ボランティアセンターの運営
◯被災された方への声掛け、ニーズ調査
◯ボランティアの受入れ、
　活動内容の説明　など
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